歴史地震研究会2008年度 第２回幹事会議事録

2008年（平成20年）12月11日（木）16:00～19:00於地震予知総合研究振興会会議室

出席者：北原・武村・諸井・小松原・松浦・植竹・小松原・中村

1． 論文の募集及び編集に関して
　「歴史地震」論文の原稿募集のお知らせに関し，広報委員よりホームページに掲載したこと及び財政委員より会員に郵送した旨の報告があった。

編集出版委員より，12月11日現在で6編の論文が寄稿されているとの報告があった。
また，今後，データベース化に役立ててゆくために，論文内で扱った地震について，西暦年等・地震名称を参考文献の前の部分に入れる件について審議され，今回から編集時において試験的に実施することが決められた。
２．大津大会準備に関して
　行事委員より，10月25日第一回行事委員会の開催，10月27日に大津市総合防災課への挨拶と打合せ，及び，11月6日に滋賀県防災対策会議室・防災危機管理局への挨拶と打合せを行った旨の報告があった。
　・9月12(土)～13日(日)は大津市防災訓練と重なる可能性が高い。この場合，市民向け講演会を12日(土）に行い，研究会大会を13日(日)に行うことも考えられる。
　・市民向け講演会講演は，宇佐美龍夫東大名誉教授及び地元の防災教育や防災関係に取り組んでいる先生の方々にお願いする方向で進めている。
　・大会会場については，浜大津ふれあいプラザを第一希望とし，１月に抽選が行われる。

　・懇親会の会場については，「びわ湖大津館」を予約済み。
・巡検については，膳所城跡→堅田→今津→朽木→町居崩れ→西大津・京都解散など花折断層を含むコースを考えているが，行程が長いかもしれない。４月に下見を予定。
講演会の準備に必要なアルバイト等の費用は歴史地震研究会で賄うことが確認された。
　このほか，大会の発表会について深い議論が出来るように，持ち時間を15分発表のもの以外に25分～30分発表のものも可能としたらどうかという提案があったが，従来通りの持ち時間とすることとなった。ただし，口頭とポスターの組み合わせ発表は可能である。
３．巡回展示について

　会長より，平成21年2月8日（日）午後に東京大学地震研究所主催の特別公開講義・展示について報告があり，メール等にて周知していくことが確認された。また，立命館大学での展示について報告があり，次回幹事会以前に話が具体化してきた場合には，メールにて幹事に連絡をとりあう旨の報告があった。
　
３．会誌無償送付先の選定

　前回幹事会以降に各幹事は従来の送付先リストについて，組織名・住所などの更新作業を行った。この更新リストに基づき，最終的に配布先を選定した。結果として従来の270箇所の送付先を193箇所にまで絞り込んだ。
４．入会及び退会等について

　財務委員より，10月以降５名入会で現在会員数204名，うち，７名について年会費長期未納であることが報告された。連絡が取れる会員については確認をとるが，その他のものについては退会とすることが了承された。
５．次回幹事会の日程

　　平成21年2月13日（金）15時～　　地震予知総合研究振興会会議室にて

　

以　上

